
活動目的
テーマ
取り組み
ポイント
開催実績

参加事業所等 主担当：東大寺福祉療育病院 サブ担当：仔鹿園相談支援センター

今年度の取り組
み

協議事項

【医療的ケア児ワーキング】
医療的ケア児の情報共有、医療的ケア児交流会を実施。交流会は12月7日に実施し、

設けた。テーマは「教育相談について（学校側）、療育の現場で就学に向けて取り組ん

停止とした。

【教育・福祉連携ワーキング】

教育との連携を図るため、顔のみえる形でお互いの取り組みについて話をする機会を

でいることについて（福祉側）」とし、11月8日に実施。教育から10名、福祉から

18名の参加。お互いの情報を共有した。

こどもの相談支援、計画書を作成する相談員が少ないこと、セルフプラン利用や書類の

多さなどたくさんの問題があるなかで、地域課題を目に見える形で行政に提出すること

を目的としてワーキングを実施。たくさんの課題のなかから、「申請書類について」を

取り上げることとした。7月の会議におりて、市での提言書をまとめたが、そのころ

自立支援協議会の方針がはっきりとしなかったため、いったんこのワーキング活動は

奈良市のこどもを中心に据えた支援の構築を考える

・6月5日　10:00～11:30　奈良市総合福祉センター

①障害児相談の課題の整理
②教育機関との顔の見える関係づくりを行う
③医療的ケア児支援についての検討

第２回「医療的ケア児ワーキング」　１８名

第1回「こどもの相談支援ワーキング」　１２名
・6月5日　11:30～12:00　奈良市総合福祉センター
「教育・福祉連携ワーキング」打ち合わせ　５名

第２回「こどもの相談支援ワーキング」　１４名

・7月26日　15:30～17:00　奈良市総合福祉センター
第1回「医療的ケア児ワーキング」　１５名
・7月30日　15:00～17:00　奈良市役所　

くれよん相談支援センター・しおん相談支援センター・たんぽぽ相談支援センター・
基幹相談支援センター・障がい福祉課／事務局
【教育・福祉連携ワーキング】
奈良養護学校・奈良東養護学校・奈良西養護学校・二階堂養護学校・

いっぽ・のんたん・あゆみの会・基幹相談支援センター・障がい福祉課／事務局
教育委員会・小学部特担会・仔鹿園・東大寺福祉療育病院華の明・くれよん・しおん・

令和６年度　奈良市地域自立支援協議会　
（　こども支援　）グループ　活動報告書

・1月24日　15:30～17:00　奈良市総合福祉センター
第３回「医療的ケア児ワーキング」　１７名

【こどもの相談支援ワーキング】

・11月8日　15:30～17:00　奈良市総合福祉センター
「教育・福祉連携ワーキング」　２８名

・12月26日　15:30～17:00　東大寺福祉療育病院　
「教育・福祉連携ワーキング」振り返り　5名

・12月7日　13:00～16:30　東大寺福祉療育病院
「医療的ケア児交流会」　３５名（ZOOM参加３名）

・7月30日　17:00～17:30　奈良市役所　
「教育・福祉連携ワーキング」打ち合わせ　５名
・9月30日　15:30～17:00　東大寺福祉療育病院　
「教育・福祉連携ワーキング」打ち合わせ　５名
・10月18日　15:30～17:00　はぐくみセンター

【医療的ケア児ワーキング】
バルツァ・ゴーデル・奈良医療センター・奈良養護学校・奈良県総合医療センター・
たんぽぽ相談支援センター・奈良市在宅医療・介護連携支援センター・教育委員会・
保健予防課・保育園幼稚園課・保育総務課・障がい福祉課／事務局

【こどもの相談支援ワーキング】



成　果

重点協議項目

来年度の活動
へ
向けて

その他
提言事項など

・教育と福祉の現場において、教育相談の内容や就学に関しての取り組み内容の情報共有

・医療的ケア児の防災についての取り組みの重要性

【医療的ケア児ワーキング】
医療的ケア児の情報共有や意見交換をするなかで、様々な情報が得られた。交流会につ
いては、参加者に防災への取り組みの必要性を感じてもらう機会となった。

4名も参加。関係者と合わせて35名の参加となった。
【教育・福祉連携ワーキング】
今後の連携、顔の見える関係の第一歩となった。開催後のアンケートからも双方から今
後も連携の継続を望む声が聞かれた。

「防災について」の講演を聞き、防災グッズに触れる機会を設けた。こども1名と家族
5名が現地にて参加。ZOOMでの3名の保護者と医ケア児が利用している事業所関係者

引き続き、医療的ケア児の情報共有をおこなう。今年度の最後に課題であがった「成人
期への移行」について、課題の整理と検討をしていく。交流会については、あり方を
再検討する。
・「こどもの相談支援」については、相談支援グループと相談しながらすすめていく

【教育・福祉連携ワーキング】
今年度は1回のみの開催だったので、来年度は3回開催する。テーマ設定も学校側にも
入ってもらい、グループワークなど少人数で話をできる場を設けるなど、意見をだしや
すい会議の開催をめざす。
【医療的ケア児ワーキング】


